
第６章 安全対策の推進

・農業用水路への転落事故の未然防止活動を推進するため、３つの基本方針に沿って、通行者、
農業・施設管理者に対するソフト対策とハード対策を、行政、関係団体や地域組織等の連携を
通じて、総合的に展開することが重要である。

１．ソフト対策の継続的かつ積極的な推進
～児童や高齢者等を意識した安全点検、安全啓発の幅広い展開～

２．効果的なハード・セミハード対策の実施
～事故リスク・優先度等に応じた転落防止柵や視認性の向上対策等の推進～

３．行政、関係団体や地域組織等の連携強化
～関係者間の連携による、ソフト・ハードの最適化（ベストミックス）～

安全対策 ３つの基本方針

６－１ ソフト対策（児童や高齢者を特に意識した安全点検、安全啓発の幅広い展開）

６－１－１ 安全意識の向上を図る広報・啓発活動等の推進

・農業用水路への転落事故への安全意識の向上を目的として、個別地区における注意喚起か

ら、県全域における広報活動や啓発活動を幅広く行うことが重要である。

・特に、転落事故の大部分を占める高齢者のほか、児童も対象とした幅広い展開を図る必要が

ある。

・ついては、これまで継続的に実施してきたソフト対策を強化することとし、その充実を図る

ことが重要である。

対策１ 注意喚起看板の設置

・比較的人通りが多く、大きな農業用水路等が張り巡らされている地域を中心として、通行

者等に用水路等への転落の危険性を認識してもらうことを目的に設置する。

・看板の老朽化等について地域で継続的に点検し、必要に応じて交換する。

・既存事業の活用のほか、多面的機能支払い等の地域活動の中で対応が可能である。

＜注意喚起看板の例＞

管理体制整備促進事業による県内の設置数597箇所
（平成24年～平成30年度新設・取換含む）

老朽化したものを随時交換
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(1) 自治体等の広報誌の活用

(2) 注意喚起・啓発チラシの配布

(3) 転落防止のポスターコンテスト

(4) 農業用水路転落事故防止月間の創設（事故多発時期（草刈り時期 春・秋口））

(5) ＨＰ、ＳＮＳを活用した情報発信(ガイドラインの普及、人体模型実験による危険性

の解説動画など)

(6) マスメディア(テレビ、新聞、ラジオ)を活用した広報活動

(7) 施設見学会や地域イベントの活用

(8) 多面的機能支払組織、自主防災組織など地域組織の積極的な活用 など

(1)農業用水路への転落事故の発生状況（事故件数、死傷者数など）

(2)農業用水路の危険性と危険箇所の例示や具体的箇所の提示

(3)児童を含む一般向けの注意喚起

(4)高齢者の事故が多い現状と高齢者向けの注意喚起

(5)夜間や飲酒時、スマートフォン等のながら歩行や自転車運転時の危険性

(6)農作業・施設点検作業中の危険性

(7)事故防止に向けた対策や先進的取組み（ソフト、ハード・セミハード）など

主な広報内容

主な広報手段 紙、電子、対人、マスメディアなど多様な媒体の積極的な活用

対策２ 広報・啓発活動

・広報活動を継続的かつ積極的に実施することで、県民に対して農業用水路等の危険性

に対する意識の向上を図る。

・特に高齢者の事故が多いことから、高齢者向けの広報活動の充実が求められる。

・歩行者だけでなく、自転車の走行上の注意事項等に関する広報活動も必要である。

○新  

○新  

○新  

○新  

○新  
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○富山県、水土里ネット富山、地域の土地改良区の

ホームページを活用し、継続的に安全啓発を推進

インターネット等を活用した幅広い啓発の推進

○人体模型実験による危険性を解説
した動画配信

施設見学会時の安全啓発

SNS動画配信サイト、DVDなどの媒体

施設見学会、地域イベントの活用新たな危険啓発冊子の作成・配布

高齢者、学童向け
ステッカーなど

啓発ちらし

＜広報・啓発活動の例＞
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・農作業や施設管理作業の従事者に対して、行政等からの連絡ルートを活用して、事故防止
を啓発する通知の発出を行うなど、継続的な注意喚起を実施する。

事故防止対策に関する ちらし、冊子など

対策３ 農業・施設管理者向けの注意喚起

対策４ ワークショップ等を通じた安全点検や危険箇所マップづくりの普及

・農業用水路の多い地域や事故が多発している地域を中心に、ワークショップを積極的に開

催し、危険性の注意喚起を図るとともに、転落事故危険箇所等を記載した地図を作成する

など、行政、関係団体と地域組織等による一体的な取組みを進める。

・新たに設置する農業用水路転落事故防止月間や地域イベントの機会にあわせて、行政や関

係団体、地域組織等との連携による危険箇所の点検を実施する。

・施設見学会や地域イベントの機会をとらえて、転落事故防止につながる啓発を行う。

・地域組織等を中心として、先進的な取組みを行っている事例について、県内の他地域への

活用の拡大を図り、各地域で行われている安全対策を強化する。

６－１－２ 地域ぐるみでの安全対策の推進

・農業用水路事故を防止するためには、個別集落単位や、広域的な自治振興会単位など、地域
の実情に応じた範囲において、地域が主体となって、身近な危険箇所を点検・把握・共有し、
必要な事故防止対策を講じることが重要である。

農業用水路転落防止強化期間の
通知文書の例
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安全点検マップの作成例

ワークショップにおける
グループ検討

現地の安全点検

意見発表による情報共有

対策５ 多面的機能支払活動組織等を通じた安全対策の推進

・農業用水路の維持管理に係る共同活動を通じて危険箇所を把握し、事故防止対策を
実施する。また、活動の際の安全性の確保にも努める。

□セミハード施工教室の開催

直営施工技術の普及啓発と、セミ
ハード対策の活用の拡大を推進

□安全点検活動の実施 □地域内の安全啓発の推進

フェンスのすき間など、住民目線
で安全点検を実施

安全点検や地域内の情報共有
を図り、安全意識を醸成
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多面的機能支払交付金 共同活動の安全のしおり （抜粋）

＜例＞

・他県の先進的取組みの調査

・ワークショップ実施地域の拡大と効果的手法の改良、実施に向けた人材育成

・行動分析・リスク分析を踏まえた効果的な対策の更なる検討 など

ワークショップ導入支援研修の実施 ファシリテーター（中立的進行役）養成研修の実施

・事故防止対策を効果的に推進するためには、所要の研究・検討を継続的に実施し、地域に

おける取組みに反映していくことが重要である。

６－１－３ 事故防止対策の強化に向けた継続的な調査研究

- 27 -



６－２ ハード・セミハード対策

６－２－１ ハード対策の参考事例（恒久的な対策）

・ 転落防止柵の設置などのハード整備を通じて、事故防止対策の推進を図る。

・フェンス設置が難しい交差点の隅切り部や道路の隣接区間などで対策を講じる。

対策１ フェンス等の設置を通じた安全確保

対策２ 暗渠化や蓋がけによる転落リスクの低減

縦型防護柵(H=1.10m) ガードレール(H=0.80m)ネットフェンス(H=1.10m)

自由勾配側溝による隅切り部の対策 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄによる暗渠化

(事故リスク、優先度等に応じた転落防止柵や視認性の向上対策等の推進)

自由勾配側溝による暗渠化

農業用水路に関連して活用できる事業制度（例）

＜補助事業＞
・農業農村整備事業（負担割合は各事業による）

・土地改良施設維持管理適正化事業（負担割合：国30％,県30％,土地改良区等40％）

・補助事業、県単独事業などで実施可能な様々な対策があるが、いずれも農家負担が
伴うことに留意する必要がある。

（参考）・Ｓ44年度～Ｈ30年度（50年間実績） 933地区 安全柵設置延長 183ｋｍ 1,787百万円
・Ｒ元年度（予定） 13地区 安全柵設置延長 1.6ｋｍ

＜県単独事業＞
・防災福祉対策事業（安全施設整備型）
（負担割合：県40％[50％],市町村・土地改良区60％[50％]） [ ]は中山間指定地域
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６－２－２ セミハード対策の参考事例（簡易な対策）

□視認性の向上を図る対策

・フェンスが設置できない環境下における事故防止対策や、補完的・簡易的な施設整備に
よる視認性の向上対策などを効果的に実施することが有効である。

セミハード対策とは

・農業用水路の位置をわかりやすくしたり、簡易な柵や蓋等の転落防止措置により、ヒューマン

エラーを防止する対策のことである。

・下図に示すとおり、後戻りできる範囲から、事故に至るしかない範囲に到達する前に、警告(注意

喚起)することで、事故を未然に防ぐことが可能となり、有効な対策となり得る。

事故にならない構図
（セミハード）

出典：ヒューマンエラー理論と対策
産業技術総合研究所 中田 亨 氏

ポールコーンの設置 道路鋲（自光式）

道路鋲（蓄光式） 路面標示（ペイント）

対策３ 視認性向上等を図る簡易整備を通じたヒューマンエラーの防止
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□簡易な蓋がけや、鉄筋網等による対策

□簡易な転落防止柵等による対策

水路蓋（鉄筋網）

柵のすき間対策の実施による安全性の向上
（チェーン、ロープ等）

単管鋼管を用いた簡易柵

救助用チェーンの設置 暗渠入口部の
簡易スクリーンの設置

農業用水路に関連して活用できる事業制度（例）

・多面的機能支払交付金（負担割合：国50％,県25％,市町村25%,地元0％）

・中山間地等直接支払交付金（負担割合：国50％,県25％,市町村25%,地元0％）

・管理体制整備促進事業（県営施設の場合 負担割合：県50％,市町村50%,地元0％ 要件等あり）

・土地改良施設維持管理適正化事業（負担割合：国30％,県30％,地元40％ 要件等あり）

桝蓋（縞鋼板）

浮き、ロープ、タラップの設置

桝蓋（鉄筋網）
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□農業・施設管理者向けの補完的な整備

農業用水路に関連して活用できる事業制度（例）

・農業農村整備事業（負担割合は各事業による）

・補助事業、県単独事業など様々な対策があるが、いずれも農家負担が伴うこと
に留意する必要がある。

水管理時の足場確保のための水口蓋の設置
（コンクリート蓋、縞鋼板）

法面における階段の設置

○経年劣化により崩れている水路溝畔の復旧による通行、作業の安全確保

溝畔の復旧、整形による歩行・
作業スペースの確保

小段の設置による歩行・作業
スペースの確保

水路天端（犬走り）に歩行・作業
スペースの確保

○作業のしやすさと安全確保

○ＩＣＴを活用した水管理の導入による作業の省力化と安全確保

・ＩＣＴ給水栓の導入により、現地操作回数が削減され、転落リスクが低減
・大雨時など異常時の対応回避によるリスクの低減
・高齢者の作業リスクの低減

人力による水口水門操作 ＩＣＴによる水口水門操作
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3 2 1

転落リスク (1)
水路底と隣接する
路面等との高さ

高い
(目安：2.0m以上)

高い
(目安：1.0m以上)

低い
(目安：1.0m未満)

(2) 水路幅 －
広い

(目安：1.0m以上)
狭い

(目安：1．0m未満)

(3) 水の流れ －
速い

(目安：1.0m/s以上)

ゆるやか
（目安：1.0m/s未満)

3 2 1

周辺環境※ (4)
水路沿いの視認
性、足もと状況

視認性が悪い。
または、足もとが極め
て狭く凹凸も大きい。

視認性に乏しい。
または、足もとが狭く、
凹凸もある。

視認性、足もとの安全
性に問題はない。

(5)
高齢者・児童等が
歩行・自転車走行
する頻度

高い 普通 低い

(6)
住宅地や周辺施
設等の考慮

考慮の必要性大 考慮の必要性あり 考慮なし

優先度評価判定表により評価を行う。

特 記 事 項
（現地の事情で考慮した点など）

A評価:7点、B評価4点～6点、C評価3点

高　　　　←　　　　リスク　　　　　→　　　低

(4)(5)(6)の点数の合計

番号 評価

優先度評価

番号評価分類

評価分類 評価項目

転落リスク評価

周辺環境評価

評価点(合計) 

評価点(合計) 

評価

(1)(2)(3)の点数の合計

A評価:7点以上、B評価:4～6点、C評価3点以下

高　　　　←　　　　リスク　　　　　→　　　低
評価項目

６－２－３ 優先度 ＜危険箇所マップ作成やハード、セミハード対策の検討時の参考＞

・危険箇所における対策の実施にあたっては、 水路底と路面等との高低差、水路幅、水の流れ

（流速）を要素とした「転落リスク」と、視認性や住宅の立地状況等を要素とした「周辺環境」を総

合的に 評価し、３段階（A,B,C）の対策優先度を設定して、地域の状況に応じた整備を推進する

ことが効果的かつ効率的である。

□優先度指標の考え方

□優先度評価表

◇優先度評価判定表

A B C

A A A B

B B B B

C B C C

転落リスク

周
辺
環
境

※周辺環境の項目については、現地の

事情により異なるので、昼夜の状況、

季節の状況、気象の状況などを総合的

に勘案して評価することが望ましい。

評　価 内　　　　　　　　容

優先度Ａ 当該水路におけるハード、セミハードの対策を優先的に検討、実施するとともに、ソフト対策を並行して行う。

優先度Ｂ 現場状況に応じて、ハード、セミハード対策を順次検討、実施するとともに、ソフト対策を並行して行う。

優先度Ｃ 主として、ソフト対策を行い、現場状況に応じて、必要なハード、セミハード対策を行う。
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3 2 1

転落リスク (1)
水路底と隣接する
路面等との高さ

高い
(目安：2.0m以上)

高い
(目安：1.0m以上)

低い
(目安：1.0m未満)

2

(2) 水路幅 －
広い

(目安：1.0m以上)

狭い
(目安：1．0m未満)

2

(3) 水の流れ －
速い

(目安：1.0m/s以上)

ゆるやか
（目安：1.0m/s未満)

1

5

Ｂ

3 2 1

周辺環境 (4)
水路沿いの視認
性、足もと状況

視認性が悪い。
または、足もとが極め
て狭く凹凸も大きい。

視認性に乏しい。
または、足もとが狭く、
凹凸もある。

視認性、足もとの安全
性に問題はない。

2

(5)
高齢者・児童等が
歩行・自転車走行
する頻度

高い 普通 低い 3

(6)
住宅地や周辺施
設等の考慮

考慮の必要性大 考慮の必要性あり 考慮なし 3

8

A

優先度評価判定表により評価を行う。 A

評価

評価点(合計) (4)(5)(6)の点数の合計

周辺環境評価 A評価:7点以上、B評価:4～6点、C評価3点以下

優先度評価

特 記 事 項
（現地の事情で考慮した点など）

・路肩に白線がないため、水路境界の視認性に乏しい。特に冬期間の積雪によ
り、更に視認性は悪化すると思われる。

評価

転落リスク評価 A評価:7点、B評価4点～6点、C評価3点

評価分類 番号 評価項目
高　　　　←　　　　リスク　　　　　→　　　低

評価点(合計) (1)(2)(3)の点数の合計

評価分類 番号 評価項目
高　　　　←　　　　リスク　　　　　→　　　低

□優先度評価 適用事例１

住宅地を通過する道路沿いの用水路の場合

住宅地を通過する道路沿いの用水路の場合

対策後

優先度評価判定表

A B C

A A A B

B B B B

C B C C

転落リスク

周
辺
環
境

対策前
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3 2 1

転落リスク (1)
水路底と隣接する
路面等との高さ

高い
(目安：2.0m以上)

高い
(目安：1.0m以上)

低い
(目安：1.0m未満)

2

(2) 水路幅 －
広い

(目安：1.0m以上)

狭い
(目安：1．0m未満)

1

(3) 水の流れ －
速い

(目安：1.0m/s以上)

ゆるやか
（目安：1.0m/s未満)

2

5

B

3 2 1

周辺環境 (4)
水路沿いの視認
性、足もと状況

視認性が悪い。
または、足もとが極め
て狭く凹凸も大きい。

視認性に乏しい。
または、足もとが狭く、
凹凸もある。

視認性、足もとの安全
性に問題はない。

2

(5)
高齢者・児童等が
歩行・自転車走行
する頻度

高い 普通 低い 2

(6)
住宅地や周辺施
設等の考慮

考慮の必要性大 考慮の必要性あり 考慮なし 2

6

B

優先度評価判定表により評価を行う。 B

特 記 事 項
（現地の事情で考慮した点など）

・街灯照明がなく、夜間は視認性に乏しい。特に冬期間の積雪により、更に視認
性は悪化すると思われる。

評価点(合計) (1)(2)(3)の点数の合計

評価分類 番号 評価項目
高　　　　←　　　　リスク　　　　　→　　　低

評価

優先度評価

転落リスク評価 A評価:7点、B評価4点～6点、C評価3点

評価分類 番号 評価項目
高　　　　←　　　　リスク　　　　　→　　　低

評価

評価点(合計) (4)(5)(6)の点数の合計

周辺環境評価 A評価:7点以上、B評価:4～6点、C評価3点以下

□優先度評価 適用事例２

中山間地域の道路に隣接する法面の大きな末端水路の場合

道路と水路の間に法面がある場合

優先度評価判定表

A B C

A A A B

B B B B

C B C C

転落リスク

周
辺
環
境
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3 2 1

転落リスク (1)
水路底と隣接する
路面等との高さ

高い
(目安：2.0m以上)

高い
(目安：1.0m以上)

低い
(目安：1.0m未満)

1

(2) 水路幅 －
広い

(目安：1.0m以上)

狭い
(目安：1．0m未満)

1

(3) 水の流れ －
速い

(目安：1.0m/s以上)

ゆるやか
（目安：1.0m/s未満)

2

4

Ｂ

3 2 1

周辺環境 (4)
水路沿いの視認
性、足もと状況

視認性が悪い。
または、足もとが極め
て狭く凹凸も大きい。

視認性に乏しい。
または、足もとが狭く、
凹凸もある。

視認性、足もとの安全
性に問題はない。

1

(5)
高齢者・児童等が
歩行・自転車走行
する頻度

高い 普通 低い 1

(6)
住宅地や周辺施
設等の考慮

考慮の必要性大 考慮の必要性あり 考慮なし 1

3

Ｃ

優先度評価判定表により評価を行う。 Ｃ

特 記 事 項
（現地の事情で考慮した点など）

・街灯照明はないが、路肩に白線と視線誘導標があるため、水路沿いの視認性
は特に問題がないと思われる。

評価点(合計) (1)(2)(3)の点数の合計

評価分類 番号 評価項目
高　　　　←　　　　リスク　　　　　→　　　低

評価

優先度評価

転落リスク評価 A評価:7点、B評価4点～6点、C評価3点

評価分類 番号 評価項目
高　　　　←　　　　リスク　　　　　→　　　低

評価

評価点(合計) (4)(5)(6)の点数の合計

周辺環境評価 A評価:7点以上、B評価:4～6点、C評価3点以下

□優先度評価 適用事例３

平野部の道路と水路上部の高さが同じ高さの末端水路の場合

道路と水路上部が同じ高さの場合

優先度評価判定表

A B C

A A A B

B B B B

C B C C

転落リスク

周
辺
環
境
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６－３ 施設管理関係者と地域組織等の連携強化

６－３－１ 事故防止対策を推進する連携体制の構築

警察・消防

・地域パトロール、巡回連絡
などで得た情報の提供

関係団体や地域組織、地域住民等

・自治振興会（町内会、自治会）、
自主防災組織、多面的機能支払組織、
ＰＴＡ、消防団、交通安全協会 など

・地域内の危険箇所の把握
・必要に応じた事故防止対策の実施 など

富山県農業用水路事故防止対策推進会議

農業用水路の関係機関
・県、市町村、土地改良区 など
・農業用水路の事故状況の把握
・日常の維持管理等を通じた危険箇所の把握
・継続的な注意喚起・啓発活動（ソフト対策）
・必要に応じた事故防止対策

（ハード・セミハード）の実施 など

道路の関係機関

・県、市町村 など
・農業用水路事故状況の把握
・日常の維持管理等を通じた危険箇所の把握
・必要に応じた事故防止対策の実施 など

施設管理関係者

農業用水路における安全対策の推進

・農業用水路における事故の発生状況から、危険箇所は多数存在していると考えられること
から、行政、関係団体や地域組織等が連携して、注意喚起を呼びかける広報・啓発活動
（ソフト対策）の徹底を図るとともに、危険箇所を把握し、地域の実情やニーズに応じ
て、必要な事故防止対策（ハード・セミハード対策）を講じることで、未然に事故を防止
することが重要である。

・事故の発生状況の整理

意⾒ 報告

相互間の連携

第１回農業用水路事故防止対策
推進会議の様子

（関係者間の連携による、ソフト・ハードの最適化（ベストミックス））
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６－３－２ 行政、関係団体や地域組織等の連携を通じた取組みの推進

・自治振興会、自主防災組織など地域の多様な組織間の連携を通じた安全点検による危険箇所
の把握を行い、啓発活動と事故防止対策の実施につなげることが重要である。

○多面的機能支払活動組織による安全点検、実践活動の推進

農業⽤⽔路の安全対策に向けた
地域内での連携体制

自主防災
組織

多面的
機能支払

組織

交通安全
協会

ＰＴＡ

自治振興会
（町内会・自治会）

土地改良区

・水路溝畔、水路法面の復旧・整形、天端スペースの確保

・小段の設置による歩行・作業スペースの確保

・重要危険箇所、水口の農業用水路への蓋がけ

・注意喚起看板等の設置

・簡易的な安全施設の設置 など

水口のコンクリート蓋の設置 注意喚起看板の設置

活動組織による安全点検

行 政

＜連携のイメージ＞

・多面的機能支払は、農地や農業用水路、農道等の地域資源の多面的な機能の維持保全に係る

地域の活動に対して一定額の交付金が支払われる制度である。

・富山県内では、約1,000組織が活動を行っている。

・この取組みの中で、以下の事故防止を行うことが可能であり、大きな効果が期待できる。

・これまで安全対策を実施してきた土地改良区のノウハウや技術の活用も有効である。

②関係団体や地域組織等における活動事例

①地域組織等における連携強化

＜事故対策の例＞

簡易な安全施設の設置

地域ぐるみ
での安全点検

危険箇所マップ
の作成

安全意識の
向上を図る
広報啓発活動

地域の実情や
優先度に応じ
た安全対策
の実施

事故の起こら
ない地域づくり

＜対策の流れ（例）＞

消防団
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・今後、本ガイドラインを活用した事故防止対策の実施にあたっては、対策の効果や問題点を
継続的に把握・検証し、必要に応じて、ガイドラインの改善・充実を図っていく必要がある。

・ついては、ＰＤＣＡサイクルを活用することにより、事故防止対策の強化を図ることとする。

６－４ 農業用水路の安全対策の充実（ＰＤＣＡサイクルをまわす）

ガイドラインと
事故防止対策、
双方の充実を図る

ガイドラインと安全対策のＰＤＣＡ

Ｐｌａｎ
（計画）

○安全対策
ガイドライン
作成、改正・充実

Ｄｏ
（実行）

○ガイドラインを
活用した安全対策
の実施

○ガイドラインの
普及、啓発

Ｃｈｅｃｋ
（評価・分析）

○ガイドラインと
安全対策の実用性・
有効性等の検証や
課題の抽出等

Ａｃｔ
（改善）

○ガイドラインの
改善策の検討

○新たな発見と情報
等に基づく検討
の深化
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